やや 蒲鋅 なりの 広い 車道に 沿うて、 四方に 鋪 道が 

拡 つていた。 

東側の 右 角に は、 派手な くせに 妙に 陰気に 見える 桃 

色で 塗った 料理店の 正面。 左に は、 充分 光線の 流れ込 

まない、 埃つ ぼく 暗い 裁縫 店の 大飾 窓。 板 硝子の 上の 

枠に、 ボウ ルド フェイスの 金文字で、 YAMAZAK 

I と 読めた。 

西 角 は、 ひどく 塵の たかった 銀行の 鉄窓と、 建築に 

とりかかった ばかりの 有名な 時計屋の 板囲いと に、 占 

めら れ ている。 

晴 やかな 朝日 は、 その じじむ さい 銀行の 鉄窓の 棧と、 



買いと 云う 字に 妙な アクセント をつ けながら、 笑顔 

とともに 遠慮深く、 一級の 売 もの をす すめて いるの だ。 

見て いると —— ほら、 一人の 鳥 打帽の 男が 不自然な 

弧を描いて、 一層 低く 彼の 上に 傾いた 白羽 毛 飾の 傍 か 

ら どいた。 次の 通行人に 頼んで いる。 頼まれた 若い 女 

は 顔 を赧ら めて 断った。 見なさい、 男が 二人、 狡く 露 

西 亜 婦人の 背後 を すりぬけた。 彼女が 声をかけようと 

した 三人め の 紳士 は —— 。 ほう 何と 云う 素ば しこ さ！ 

するりと 忽ち 群集の 中に 紛れ込んで しまった。 (彼方 

を 向いて はいるが、 私 は 彼女の 唇に 浮ぶ 頼りない 苦い 

微笑が 見える よう だ。) が、 それで はいけ ない。 彼女 は 
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